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第２四半期業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

 

 

平成 29年 5 月 11 日に公表いたしました平成 30年 3月期第 2 四半期連結累計期間（平成 29年 4月 1

日～平成 29年 9月 30日）の業績予想と、本日公表の同実績に差異が生じましたので下記のとおりお知

らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 30年 3月期第 2四半期連結累計期間業績予想数値と実績との差異 

（平成 29年 4月 1日 ～ 平成 29年 9月 30日） 

 

売上高 

（百万円） 

営業利益 

（百万円） 

経常利益 

（百万円） 

親会社株主に

帰属する 

四半期純利益 

（百万円） 

1株当たり 

四半期純利益 

（円） 

前回発表予想（Ａ） 430,000 6,100 6,000 3,200 25.92 

実績値（Ｂ） 432,000 6,978 8,393 5,739 46.49 

増減額（Ｂ－Ａ） 2,000 878 2,393 2,539 － 

増減率（％） 0.5 14.4 39.9 79.4 － 

（ご参考） 

前期第 2四半期実績 

（平成 29年 3月期 

第 2四半期） 

433,539 6,623 5,121 6,552 53.09 

 

 

２．業績予想と実績との差異の理由 

 平成 30 年 3 月期第 2 四半期連結累計期間の業績につきましては、堅調な国内需要に加え、外国人観

光客の増加でインバウンド売上も好調に推移した阪急うめだ本店を中心に、百貨店事業がグループ全体

を牽引した結果、不採算店舗の閉鎖やイズミヤの建て替え工事の影響があったものの、売上高、営業利

益は前回発表予想を上回りました。また、上記理由に加えて、為替予約評価益の計上や受取配当金の増

加などにより、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益も、前回発表予想を上回りました。 

 なお、平成 30 年 3 月期の通期連結業績予想につきましては、当第 2 四半期連結累計期間の結果及び

足元の業績動向を踏まえて、平成 29年 5月 11日に公表しました通期連結業績予想から、売上高、営業

利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益をそれぞれ変更しております。詳細につきましては、

本日適時開示の当社決算短信をご覧ください。 

 

以 上 


